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度
事
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計
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花
木
園
に
入
る
と
、
人

の
動
き
。
土
の
手
入
れ

を
す
る
オ
ー
ナ
ー
の
Ｏ

さ
ん
で
あ
っ
た
。「
こ
ん
に
ち
は
、

見
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」
と

声
を
か
け
る
と
、「
ど
う
ぞ
」

と
爽
や
か
な
声
が
返
っ
て
き
た

▼
五
年
前
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
苗

木
を
植
え
た
。
動
機
は
庭
の
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
で
あ
っ
た
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
で
、
家
と
地
続

き
の
三
千
三
百
平
方
㍍
も
の
田

圃
に
花
木
を
植
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
▼
植
物
園
や
農

業
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
樹
木
の

適
性
や
土
づ
く
り
を
学
ん
だ
。

ほ
し
い
樹
種
が
あ
れ
ば
、
何
度

も
産
地
に
足
を
運
ん
だ
。
土
に

と
ま
ど
い
、
て
こ
ず
っ
た
五
年

間
を
振
り
返
っ
た
Ｏ
さ
ん
で
あ

っ
た
が
、
四
十
五
種
、
爛
漫
の

花
を
咲
か
せ
た
人
の
心
の
豊
か

さ
で
あ
ろ
う
か
、
輝
く
ば
か
り

の
熟
年
の
表
情
で
あ
っ
た
▼
昨

年
の
春
、
偶
然
に
見
つ
け
た
感

動
の
花
木
園
。
先
日
、
花
芽
の

膨
ら
み
見
た
さ
に
訪
ね
た
の
だ

が
、
今
は
Ｏ
さ
ん
と
の
初
め
て

の
交
流
を
喜
び
つ
つ
、
日
々
の

積
み
重
ね
の
大
切
さ
を
し
か
と

噛
み
し
め
て
い
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
る
。
昨

年
十
月
に
策
定
し
た
商
工
会
等
合

併
計
画
に
基
づ
く
合
併
等
の
円
滑

な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
相
談
支

援
、
県
・
市
町
村
と
の
連
絡
協
調

に
努
め
る
と
し
、
ま
た
、
市
内
新

富
町
に
あ
る
会
館
の
老
朽
化
に
伴

い
そ
の
土
地
・
建
物
を
売
却
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

２　平成１８年度県の商工関係予算、
３　特産品懇談会、商工同友会セミ
ナー

４　商工会訪問元気シリーズ、射水・
高岡青年部基本経営取得研修会

５　アドバイス経営、商工会NEWS
６　経営指導員レポート、ワンポイ
ント税務

７　金融機関など詐称詐欺の注意喚
起、起業未来塾、平成18年度継
続雇用定着促進助成金制度改正、
前期技能検定

８　４月各地イベント案内

　

県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文

会
長
）
は
、
三
月
七
日
、
県
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
役

員
会
・
会
長
会
議
を
開
催
し
、
新

年
度
事
業
計
画
案
な
ど
、
三
月
二

十
八
日
開
催
の
臨
時
総
会
提
出
案

件
を
決
定
し
た
。　

　

平
成
十
八
年
度
の
事
業
計
画
案

の
重
点
事
項
と
し
て
、
①
経
営
指

導
・
相
談
支
援
の
充
実
、
②
創
業

支
援
・
経
営
革
新
の
推
進
、
③
産

業
振
興
対
策
の
展
開
、
④
商
工
会

組
織
の
活
性
化
、
⑤
財
政
基
盤
の

強
化
の
五
項
目
を
掲
げ
、
巡
回
指

導
の
強
化
及
び
経
営
指
導
員
の
広

域
配
置
に
よ
る
専
門
指
導
の
ほ
か
、

創
業
・
経
営
革
新
、
街
づ
く
り
、

県県連連合合会会

新年度の事業計画などを審議する会長会議

　

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正

に
伴
い
、
全
国
の
保
証
協
会
で
は
、

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
信
用
保
証

料
率
を
、
企
業
の
経
営
状
況
を
勘

案
し
た
料
率
へ
と
改
定
す
る
。

　

こ
の
料
率
弾
力
化
は
、
経
営
状

況
が
良
好
な
企
業
に
は
割
安
な
保

証
料
を
、
経
営
状
況
が
必
ず
し
も

良
好
で
な
い
企
業
に
も
、
割
高
な

保
証
料
を
払
え
ば
制
度
を
利
用
で

き
る
と
し
て
い
る
。

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
保
証
申

込
み
分
か
ら
中
小
企
業
者
の
経
営

状
況
に
応
じ
、
〇
・
五
％
〜
二
・

二
％
の
範
囲
で
、
九
段
階
の
料
率

信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

財
務
内
容
に
よ
り
９
段
階

４４月月１１日日かからら

体
系
と
な
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
商
工

会
連
合
会
を
は
じ
め
県
内
商
工
三

団
体
の
会
長
等
は
、
こ
れ
ま
で
に

県
知
事
等
に
対
し
て
、
中
小
企
業

の
保
証
料
負
担
の
増
大
を
防
止
す

る
た
め
の
制
度
補
完
な
ど
を
要
望

し
て
き
た
。

対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
とととととととととととととととととととと
なななななななななななななななななななな
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証

象
と
な
る
保
証

　

全
て
の
保
証
の
保
証
料
率
が
弾

力
化
の
対
象
と
な
る
。
例
外
と
し

て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
、

特
別
小
口
保
証
や
売
掛
債
権
担
保

融
資
保
証
な
ど
の
特
別
な
保
証
制

度
は
、
現
行
同
様
の
料
率
。

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののののののの
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

県
・
市
町
村
融
資
制
度
の
料
率

　

現
行
ど
お
り
、
県
小
口
、
創
業
、

連
鎖
倒
産
防
止
な
ど
は
〇
・
七
％
、

こ
れ
以
外
は
〇
・
八
％
。
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　平成１８年度の県一般会計予算が発表され、財政再建に向けマイナス３％の５，２５６億円余りとなり、７年連続のマイナス予算となった。
　このような中、商工費については昨年比３．３％の伸びとなり、「元気とやま」創造に向け産業振興に重点を置いた予算配分となった。
また新たに、商工会青年部・女性部が取り組む「元気な商工会地域づくり支援事業」に３００万円が計上された。主な事業予算は以
下のとおり。

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

　新産業の創出・産学官連携　

�　電子商取引活用サポート事業（２，０００千円）
企業の電子商取引導入・活用促進のため、経営者対象のセミナー、ワ
ークショップの開催

�　地域団体ブランド発信応援事業（１，６００千円）
地域団体商標の出願経費の助成等

○　とやま元気起業促進事業（４２，０００千円）
重点研究分野の新商品・新事業開発のための産学官共同研究を促進

　商業・サービス業の振興　

�　がんばる商店街支援事業（３５，８００千円）
商店街が自ら考え抜いた独自の総合的な再活性化プランの着実な取組
みに対する支援

�　中心市街地活性化基本計画ステップアップ事業（６，０００千円）
中心市街地活性化基本計画の策定に取り組む市町村に対する支援

�　広域まちづくり普及・啓発事業（１，０００千円）
中心市街地活性化等について自治体等との連携・協力及び県民への周
知・啓発を実施

○　まちの賑わい拠点創出事業（３，０００千円）
商店街における賑わいの創出に取り組むＮＰＯ法人等に対する補助

　デザインの振興と活用　

�　大学連携地場産業デザイン活用推進事業（１，０００千円）
富山大学との連携のもと、現代にマッチしたデザイン提携を行い、地
場産業を活性化

　起 業 支 援　

�　新産業・ベンチャー創出支援資金の拡充（３，５６０，０００千円）
新規融資枠の拡大（２０億→３０億）及び建設業等構造的不況業種への新
分野進出支援強化

�　とやま起業未来塾事業（２３，０００千円）
とやま起業未来塾において、起業や地域づくりを担う若者、女性、熟
年者等を支援

�　創業・ベンチャー挑戦応援事業（２１，８００千円）
創業予定者等の新規性・独創性のあるビジネスプランに対する助成（対
象者を創業後３年以内に拡大）

○　起業家の卵育成事業（２，０００千円）
起業家精神を涵養するため、高校生、大学生、若者等を対象に経営者
の講演等を実施

新

新

新

新

新

新

拡

拡

拡

　中 小 企 業 の 振 興　

�　事業活性化促進資金の創設（１，５００，０００千円）
事業拡大、多角化、合理化を進める中小企業向けに一般的に可能な運
転資金を創設

�　設備投資促進資金の拡充（２，１９０，０００千円）
設備投資と土地（建物）を同時取得する場合、融資限度額の引上げ及
び融資期間の延長
子育て支援に関する環境整備を行う場合の特別枠の創設

○　経営安定資金〔企業再生支援枠〕及び緊急経営改善資
金（借換資金）の期間延長（７９２，０００千円）
経営安定資金…平成２０年３月３１日まで２年間延長
緊急経営改善資金…平成１９年３月３１日まで１年間延長

�　地域産業活性化事業（５０，０００千円）
中小企業者・組合等が行う新商品・新技術開発や組合等が行う販路開
拓事業等を支援

�　元気な商工会地域づくり支援事業（３，０００千円）
商工会の青年部・女性部が提案する先進的又は独創的な地域貢献等事
業に対する助成

　環日本海経済交流の促進　

�　展示商談会等開催事業（NEAR２００６in とやま）（１９，０００千円）
北東アジア地域の企業と県内企業とのビジネス機会増大を図るため、
展示商談会を開催

　観 光 振 興　

《地域資源の更なる活用》

�　提案公募型観光モデルルート開発推進事業（７，０００千円）

�　食のとやま「越中料理」ブランド化推進懇話会の設置（１，８００千円）

《観光客受入基盤の整備》

�　多言語表記の観光案内標識整備促進（８，６００千円）

○　観光旅館施設整備資金貸付（１００，０００千円）

�　観光関係事業者ネットワーク会議の設置（３５０千円）

�　ホテル旅館国際観光推進事業（５，０００千円）

《ホスピタリティの向上》

○　観光アカデミーの開催（１，２００千円）

�　おもてなし研修助成事業（８００千円）

○　外国語観光案内ボランティアの育成（５００千円）

《特産品の国内外へのＰＲ・発信強化》

�　東京アンテナショップ機能充実のための基本計画策定（３，０００千円）

新

拡

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

�＝１８年度新たに取り組むもの　�＝１８年度充実を図るもの

○＝継続的に実施するもの
新 拡
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新 た な 販 路 開 拓 に

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　おおむね横ばい。

�生　　産�

　増加している。

�設　　備�

　引き続き増加している。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、
引き続き改善している。

�企業倒産

　低水準で推移している。

素　泊　大人３，９６１円
朝食付　大人４，６５４円

会員になられますと…

ふれあいクラブで

大きな特典

　

「
特
産
品
懇
談
会
」
が
二
月
十

四
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
専
門
家
と
し
て
地
域

プ
ラ
ン
ナ
ー
で
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
グ
ル
ー
ヴ
ィ
の
高
峰
博
保
氏
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
㈱
生
活
ネ
ッ
ト
研

究
所
代
表
の
羽
根
由
氏
、
特
産
品

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
代
表
の
岡
部
智
美
氏
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
広
告
図
画
工
作
室

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ　

Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
代
表
の
吉
岡
純
子
氏

が
、
ま
た
流
通
業
者
か
ら
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
土
産
品
販
売
店
等
の

関
係
者
二
十
三
名
の
出
席
を
い
た

だ
き
懇
談
し
た
。

　

県
内
の
特
産
品
事
業
者
か
ら
は

十
九
社
二
十
六
名
の
参
加
が
あ
り
、

食
品
部
門
か
ら
三
十
七
品
目
、
非

げ
か
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
、
値
頃
感
や
商
品
量

の
検
討
に
つ
い
て
、
ま
た
、
商
品

は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
等
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
今
後
の
商
品
開

発
・
改
良
、
販
路
拡
大
へ
繋
が
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

食
品
部
門
か
ら
八
品

目
が
出
品
さ
れ
、
出

品
事
業
者
に
よ
る
商

品
の
特
徴
、
製
造
の

工
夫
な
ど
、
熱
心
な

商
品
説
明
に
対
し
、

流
通
業
者
か
ら
は
、

商
品
量
や
味
付
け
、

包
材
、
価
格
設
定
な

ど
、
販
売
者
側
の
立

場
か
ら
の
意
見
が
投

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

県
商
工
同
友
会
（
道
古
伸
夫
会

長
）
は
、
二
月
二
十
三
日
、
富
山

市
春
日
（
大
沢
野
）
に
お
い
て
、

「
企
業
変
革
を
可
能
に
す
る
リ
ー

ダ
ー
と
は
」
と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
、
会
員
八
十
六
名
が
参
加

し
た
。
講
師
の
、
経
済
評
論
家
の

高
嶋
信
夫
氏
が
「
小
さ
な
会
社
ほ

ど
智
恵
で
儲
け
る
」、フ
リ
ー
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
坪
川
常
春
夫
氏
が

「
今
後
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

高
嶋
氏
は
「
日
本
の
デ
フ
レ
状

況
が
長
期
に
続
く
中
、
如
何
に
消

費
を
増
や
す
か
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
小
さ
な
会
社
で
も
大

き
な
利
益
を
上
げ
る
に
は
、
企
業

の
商
品
戦
略
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
問
題
と
し
て
、
大

量
の
団
塊
世
代
の
退
職
が
始
ま
る
。

こ
れ
を
い
か
に
消
費
に
結
び
つ
け

る
か
が
鍵
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
不
」
を
取
り
除
く
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
り
、
不
満
、
不
足
、
不
便
等
を

取
り
除
き
消
費
に
結
び
つ
け
る
物

語
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
物
語

の
な
い
商
品
は
売
れ
な
い
。

　

大
量
仕
入
れ
大
量
販
売
の
時
代

か
ら
ネ
ッ
ト
な
ど
横
の
広
が
り
の

競
争
に
移
っ
て
い
る
現
在
、
自
身

の
企
業
が
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い

る
か
を
再
度
問
い
直
す
こ
と
で
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
さ
れ
て

は
」
と
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
坪
川
氏
は
「
今
は
お
金
が
余

っ
て
い
る
状
態
で
、
日
本
銀
行
で

は
量
的
緩
和
政
策
の
廃
止
を
含
め
、

ゼ
ロ
金
利
政
策
の
変
更
を
模
索
し

て
お
り
、
実
施
さ
れ
る
と
デ
フ
レ

の
終
焉
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

八
月
以
降
、
政
治
経
済
は
流
動

的
に
な
り
、
経
済
は
イ
ン
フ
レ
基

調
へ
と
進
む
。
そ
の
要
因
は
、
原

油
高
の
継
続
と
物
価
高
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
株
価
の
動

き
を
見
な
が
ら
経
済
の
動
き
を
見

る
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
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友友
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生産者が製法などを説明してＰＲ

特 産 品 懇 談 会
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経
営
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
射
水
高
岡
ブ
ロ
ッ
ク

の
青
年
部
員
を
対
象
と
し
た
基
本

経
営
習
得
研
修
会
が
一
月
二
十
六

日
、
射
水
市
（
小
杉
）
内
に
お
い

て
開
催
し
た
。

　

危
機
管
理
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
よ
う
と
「
失
敗
か
ら
学
ぶ
再

起
の
ヒ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
リ
タ
多
摩
の

鈴
木
健
介
氏
が
講
演
後
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

中
小
企
業
診
断
士
の
園
利
宗
氏

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
射
水
高

岡
地
区
の
青
年
部
長
六
名
と
中
西

県
青
連
副
会
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な

っ
て
、「
私
の
経
営
感
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
自
身
の
経
営
環
境
と
自
社

で
の
立
場
を
説
明
し
、
抱
え
て
い

る
問
題
点
や
目
指
す
改
善
策
等
に

議
論
を
交

わ
し
た
。

出
席
者
は
、

自
身
の
経

営
に
照
ら

し
て
真
剣

に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

�������������

�������

㈲ 苗  加 製作所（福岡）
のう か

　

そ
こ
は
㈲
苗
加
製
作
所
で
、
作

っ
て
い
る
の
は
業
務
用
釜
で
す
。

私
達
は
外
食
を
す
る
時
、
ほ
と
ん

ど
㈲
苗
加
製
作
所
の
釜
で
炊
か
れ

た
御
飯
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

苗
加
社
長
は
四
人
兄
弟
の
長
男
。

高
校
を
卒
業
後
、
川
崎
の
ア
ル
ミ

ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
後
、
高
岡
に
帰
り
、
家
業
に

従
事
し
、
二
十
七
歳
の
と
き
家
庭

釜
か
ら
業
務
用
釜
へ
の
転
換
を
決

意
し
ま
し
た
。
当
時
の
業
務
用
ア

ル
ミ
釜
は
、
御
飯
が
焦
げ
付
か
な

い
よ
う
内
側
は
フ
ッ
素
樹
脂
で
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
り
ま
す
が
少

し
づ
つ
剥
離
し
て
い
く
の
で
、
か

な
り
高
価
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
鉄
は
重
量
が
重
く
な

り
す
ぎ
る
の
で
、
二
年
の
歳
月
を

か
け「
高
速
フ
レ
ー
ム
熔
射
技
術
」

を
確
立
し
、
業
務
用
Ｉ
Ｈ
（
電
磁

誘
導
加
熱
）
釜
の
開
発
を
し
ま
し

た
。

　

今
で
は
「
焦
げ
付
か
な
い
」「
真

っ
白
な
御
飯
が
炊
け
る
」「
美
味
し

い
」
ア
ル
ミ
御
飯
釜
は
食
品
産
業

や
外
食
産
業
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
理
念
は
「
百
人
の
う
ち
九

十
人
に
買
っ
て
も
ら
え
る
も
の
で

は
な
く
、
千
人
の
う
ち
た
っ
た
一

人
か
も
し
れ
な
い
お
客
様
に
こ
れ

が
欲
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え

る
も
の
を
創
る
、
こ
の
結
論
に
た

ど
り
つ
く
迄
に
十
七
年
間
土
曜
も

日
曜
も
な
く
働
い
て
き
ま
し
た
」

と
語
る
。
そ
う
し
た
苗
加
社
長
の

非
凡
な
と
こ
ろ
は
I
H
釜
・
業
務

用
釜
だ
け
で
は
い
つ
ま
で
も
生
き

て
い
け
な
い
と
考
え
て
、
イ
タ
リ

ア
を
訪
れ
、
現
地
の
工
業
デ
ザ
イ

ナ
ー
達
と
交
流
し
、
第
三
の
Ｘ
製

品
に
日
々
挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

社
長
は
物
づ
く
り
の
町
、
高
岡

を
発
展
さ
せ
る
べ
く
一
生
懸
命
。

無
限
の
将
来
的
な
可
能
性
を
大
い

に
期
待
で
き
る
逸
材
で
し
ょ
う
。 高速フレーム熔射技術で作る業務用ＩＨ釜

　

福
岡
町
に
「
一
人
勝
ち
だ
」「
全

国
シ
ェ
ア
は
九
〇
％
以
上
」
と
い

う
素
晴
ら
し
い
会
社
が
あ
り
ま
す
。

�
���
�
�
�
�
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研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

議
論
を
交
わ
す
参
加
者

代表取締役社長
苗 加 康 孝

業
務
用
と
見
定
め
て
特
化

　

月　

日

１２

２７
福
野
歳
の
大
市

５
月
１
日
・
２
日　
　
　
　

福
野
夜
高
祭

�お問合せ先　福野商工会
�（０７６３）２２－２５３６

１１月２３日�

福野のごっつぉ里いもまつり

人が集まり
　催しが楽しい

� � � �
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か
つ
て
、「
兼
業
農
家
」
と
言
わ

れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
農

地
で
は
収
益
は
少
な
い
か
ら
工
場

な
ど
に
働
き
に
出
て
、
生
計
費
を

賄
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
農
作

業
は
休
日
の
仕

事
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
な
る
と
、
一
斉
に
田
植

え
に
取
り
組
む
な
ど
の
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
出
来
上
が
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
二
十
数
年
来
、

け
れ
ば
当
然
、
他
に
収
入
を
確
保

す
る
道
を
考
え
る
。
働
く
人
を
求

め
て
い
る
企
業
は
各
所
に
あ
る
か

ら
、
勤
め
に
出
て
生
活
を
安
定
さ

せ
る
の
は
一
つ
の
生
き
方
で
あ
る
。

こ
う
し
て『
兼
業
商
人
』

は
増
え
て
き
た
。

　

実
は
、
兼
業
商
人
の

経
営
策
は「
専
業
商
人
」

と
は
違
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
。

こ
の
研
究
無
く
し
て
小
規
模
小
売

業
の
安
全
は
計
れ
な
い
。
も
っ
と

『
兼
業
商
法
』
の
有
り
方
を
学
ん

で
欲
し
い
の
で
あ
る
。

『
兼
業
商
人
』
の
時
代
と
な
っ
て

い
る
。
小
規
模
な
小
売
業
で
は
一

日
に
三
万
円
の
商
い
が
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
巨
大
な

利
益
率
で
無
け
れ
ば
生
活
は
難
し

い
。
既
に
、
地
域
の
商
店
街
で
は

日
商
十
万
円
を
販
売
す
る
「
年
商

三
千
万
円
規
模
」
な
ら
ば
有
力
店

で
あ
る
。

　

小
売
業
だ
け
で
は
生
計
が
難
し

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士
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小

杉

　

射
水
市
太
閤
山
（
旧
小
杉
町
）

の
千
成
商
店
街
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
が
完
成
し
、
二
月
二
十
四
日
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
全
天
候
型

の
天
蓋
ア
ー
ケ
ー
ド
が
新
設
さ
れ

た
商
店
街
広
場
は
、
地
域
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
平
成

十
三
年
度
に
旧
小
杉
町
が
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
千
成
商
店
街�
と
商
工

会
が
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基

づ
く
Ｔ
Ｍ
Ｏ
計
画
の
中
で
、
市
街

地
整
備
事
業
と
し
て
進
め
て
き
た

も
の
。

　

完
成
し
た
天
蓋
ア
ー
ケ
ー
ド
は

高
さ
五
・
六
メ
ー
ト
ル
、
広
さ
百

六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
街
路
灯

六
基
等
と
と
も
に
商
業
基
盤
整
備

事
業
と
し
て
整
備
し
た
。
合
わ
せ

て
、
市
が
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
広
場
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
や
多
目
的
ト
イ
レ
の
新
設
を

行
っ
た
。

にぎわいの拠点に全天候型アーケード

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
コココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産

ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

城
端
商
工
会
女
性
部

　

城
端
商
工
会
女
性
部
（
川
原
ひ

と
み
部
長
）
は
、
シ
ル
ク
パ
ウ
ダ

ー
入
り
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
試
作
し
、

当
地
で
開
か
れ
た
「
つ
ご
も
り
大

お申込み、お問合せは地元商工会へ

●商工会員・青年部員・女性部員・職員の４種類のカードがあり、身分証になります。

●商工会カードサービス加盟店で割引等の優待があります。

●ご利用ポイントを集めて素敵なプレゼントと交換できます。

●会員専用カタログで格安ツアーのご紹介とあなたの村から、町からの情報発信ができます。

●ホテル・レストラン・レジャー施設が優待料金でご利用できます。

入会金・年会費入会金・年会費　無料！無料！

市
」
で
試
験
販
売
し
た
。

　

同
女
性
部
は
、
今
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
に
取
り
組

み
、
観
光
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
「 
機 はた

の
声
」
な
ど
と
も
に
活
性
化
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、

織
物
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
食
べ

物
と
し
て
、
シ
ル
ク
パ
ウ
ダ
ー
を

入
れ
た
コ
ロ
ッ
ケ
を
考
案
し
た
。

　

シ
ル
ク
パ
ウ
ダ
ー
は
砂
糖
の
よ

う
な
甘
み
と
、
良
質
な
ア
ミ
ノ
酸

を
含
み
、
コ
ロ
ッ
ケ
に
入
れ
る
と

う
ま
み
を
向
上
さ
せ
る
効
果
を
も

っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、「
シ
ル
ク
コ
ロ
ッ
ケ
」

と
し
て
一
個
百
円
で
三
百
個
販
売

し
た
と
こ
ろ
一
時
間
余
り
で
完
売

し
た
。
今
後
は
お
店
で
も
販
売
し
、

観
光
コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
て
紹
介

し
、
ま
ち
を
散
策
し
な
が
ら
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
と
し
て
い
る
。

〒９３０‐２１０５　富山県富山市山田湯１０１７
　　　　　　T E L（０７６）４５７‐２１２１㈹
　　　　　　FAX（０７６）４５７‐２１２５

※この他
　アルカメイト（柿酢ドリンク）
　田舎のいっぷく（缶入り柿葉茶）
　柿葉茶（袋入り）
　どいなかせんべい
　柿のしずく
　　　　　　　　などがあります。

ご用命は
富山市山田小島２６００（〒９３０‐２１２３）

山田特産加工組合
ＴＥＬ０７６（４５７）２２０６
ＦＡＸ０７６（４５７）２２５１

つごもり大市で販売されたシルクコロッケ
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単
年
度
の
事
業
協
定
に
留
め
、

実
質
的
な
活
動
は
六
月
か
ら
と

な
っ
た
。

　

広
域
指
導
体
制
や
業
務
の
効

率
化
な
ど
、
ま
っ
た
く
手
探
り

状
態
で
あ
っ
た
が
、
他
県
の
取

り
組
み
を
視
察
す
る
機
会
を
得
、

広
域
事
業
や
そ
の
た
め
の
人

材
・
財
源
確
保
な
ど
の
取
り
組

み
を
目
の
当
た
り
に
し
、
必
要
な

広
域
組
織
、
職
員
と
は
何
か
、
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

階
層
別
に
ワ
ー
キ
ン
グ

　

前
年
度
の
課
題
を
整
理
し
、
進

む
べ
き
方
向
つ
い
て
、
職
階
別
に

三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
組
織
。
指

導
員
部
会
で
は
、
十
一
月
か
ら
月

二
回
、
担
当
地
域
へ
の
広
域
巡
回

指
導
に
加
え
、
指
導
ツ
ー
ル
の
作

成
、
得
意
分
野
の
登
録
等
、
広
域

内
へ
の
指
導
に
備
え
た
。

　

ま
た
、
指
導
職
員
部
会
は
、
業

務
の
改
善
・
統
一
に
向
け
、
年
末

調
整
フ
ァ
イ
ル
の
改
定
版
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
に
掲
載
他
、
届
出
様
式
な
ど
の

統
一
、
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

情
報
共
有
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

さ
ら
に
は
、
職
員
の
一
層
の
資

質
向
上
が
不
可
欠
と
の
認
識
か
ら
、

全
職
員
対
象
の
資
質
向
上
研
修
会

　

南
砺
八
商
工
会
の
地
域
は
、
一

昨
年
十
一
月
か
ら
合
併
に
よ
り

「
南
砺
市
」と
庄
川
町
が
合
併
し
た

「
砺
波
市
」
に
な
り
、
昨
年
四
月

か
ら
当
地
域
の
広
域
担
当
と
な
っ

て
、
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

　

広
域
組
織
の
設
置

　

ま
ず
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
広
域
組
織
の
一
本
化
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
関
す
る
指
針

な
ど
は
模
索
段
階
で
、
広
域
指
導

員
や
拠
点
商
工
会
の
位
置
付
け
等
、

十
分
な
合
意
も
な
か
っ
た
た
め
、

後
々
調
整
に
苦
労
す
る
羽
目
と
な

っ
た
。

　

基
本
と
な
る
協
定
書
等
は
、
他

県
の
例
を
参
考
に
ま
と
め
た
が
、

同
意
に
手
間
取
り
、
最
終
的
に
は

を
四
回
開
催
し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
を

　

当
初
、
広
域
連
携
の
深
化
を
め

ざ
し
た
が
、
全
国
的
に
合
併
の
動

き
が
進
み
、
当
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
枠

組
み
等
の
議
論
を
始
め
て
お
り
、

二
つ
の
行
政
と
山
間
部
の
商
工
会

も
あ
っ
て
、本
所
・
支
所
の
設
置
や

機
能
等
、
合
併
に
は
多
く
の
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
政
の
合
併
に
加
え
て
、
各
種

団
体
・
組
織
が
合
併
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
商
工
会
へ
の
期
待
と
役

割
は
大
き
い
。

福光商工会　　　 

主席経営指導員　辻　 精 二

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

　

そ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
会
員

や
地
域
の
皆
様
の
期
待
に
沿
う
よ

う
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
。

№115

総
額
表
示
の
疑
問

　

対
象
外

　

総
額
表
示
は
、
い
わ
ゆ
る
小
売

段
階
で
の
消
費
者
に
対
す
る
価
格

表
示
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
の
で

事
業
者
間
取
引
や
口
頭
に
よ
る
も

の
は
、
総
額
表
示
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

表
示
方
法

　

価
格
表
示
の
方
法
は
、「
税
込
価

格
」
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
否
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

「
９
８
０
円
＋
税
」
や
「
税
抜

９
８
０
円
（
税　

円
）」
は
、
税
込

４９

価
格
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で

ダ
メ
で
す
。

　

１
円
未
満
の
端
数
を
表
示
し
た

り
、
税
抜
価
格
を
強
調
す
る
表
示

方
法
も
消
費
者
に
誤
認
を
与
え
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

Ｑ

�

小
売
業
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、

お
客
様
に
は「
消
費
税
込
の
価
格
」

で
表
示
し
て
い
ま
す
が
、
仕
入
先

か
ら
は
請
求
の
段
階
で
初
め
て
消

費
税
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
支
払
っ
て

い
ま
す
が
こ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ

�

総
額
表
示

　

総
額
表
示
の
義
務
づ
け
は
、
消

費
者
に
対
し
て
商
品
等
の
販
売
、

役
務
の
提
供
な
ど
の
取
引
を
行
う

に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
取
引

価
格
を
表
示
す
る
場
合
は
、
そ
の

商
品
や
役
務
な
ど
に
係
る
税
込
価

格
を
表
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
る
も
の
で
す
。

�窓口相談に応じます。
窓口専門家が経営革新等に関する相談に応じ
ます。

�専門家を派遣します。
経営課題などに対し専門家が企業を訪問し、
アドバイスします。

�情報提供いたします。
経営革新セミナーを県内各地で開催します。
計画 ､承認に必要な情報を提供いたします。

お気軽にご利
用ください！

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

����������������		

����

富山県商工会連合会
（シニアアドバイザーセンター）

TEL.076-441-2716
〒９３０‐０８５５　富山市赤江町１番７号
（富山県中小企業研修センター４Ｆ）

ご相談・
お問い
合せは

商
工
会
の広

域
化
に
備
え
て

���������	
�
福祉共済があなたの　
暮らしをまもります。

わずかな掛金で事故や
ケガを補償します。　

お申込・お問い
合わせはお近くの
商工会へ

掛金・共済金は、
年齢・性別・職種に
関係なく一律！

充実した
入院・通院補償！

国内外・２４時間
フルカバー！

手術にも
手厚い補償！

高水準の入院補償と
死亡補償を両立！

疾病入院見舞金
を追加！
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より素敵な 
「コミュニケーション作り」を 
お手伝いいたします。 

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」と

い
っ
た
内
容
の
偽
者
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り

つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目

で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

 
「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の

心
構
え
三
か
条
」 

【
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら

突
然
送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し

ま
す
」と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・

携
帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
。（
低
金
利

で
、し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け
る

か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

【
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す

る
手
口
に
注
意
。（
保
証
料
、
保
険

料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お
金
を
要

求
し
て
き
ま
す
）

【
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
】

■「
貸
し
ま
す
詐
欺
」か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
以

下
に
問
い
合
わ
せ
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
３
‐
５
３
２
０
‐
４
７
７
５

（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

番
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Ｔ
Ｅ
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７
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４
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Ｆ
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０
７

６
）
４
４
４
―
５
６
４
２
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■
コ
ー
ス

【
創
業
支
援
コ
ー
ス
】

　

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ

　

・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
グ
ル
ー
プ

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ

…
そ
れ
ぞ
れ
５
名
程
度

【
経
営
革
新
コ
ー
ス
】…

５
名
程
度

【
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
】

…
５
名
程
度

三
月
二
十
四
日�
か
ら
平
成
十
八

年
四
月
二
十
六
日�
〔
必
着
〕

■
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
く
だ

さ
い
。
※
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

養
成
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
・
商
工
団
体
職
員
の
方
は
、
団

体
推
薦
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
申

込
書
、
推
薦
状
に
つ
い
て
は
、
下

記
ア
ド
レ
ス
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先

�
富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構

と
や
ま
起
業
未
来
塾
事
務
局

〒　

‐　
　

富
山
市
高
田
５
２
７

９３０

０８６６

　

富
山
県
で
は
、
産
業
の
活
性
化

と
地
域
お
こ
し
に
よ
り
活
力
あ
る

県
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
起
業
、

新
分
野
進
出
、
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
人
を
支
援
す
る
「
と
や
ま
起

業
未
来
塾
」
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
受
講
期
間　

平
成
十
八
年
六
月

か
ら
平
成
十
八
年
十
二
月
ま
で
の

七
ヶ
月
間
。

■
受
講
料　

三
万
円

■
塾
生
募
集
期
間　

平
成
十
八
年

平
成
十
八
年
度

ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
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塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

◎
受
検
申
請
書
の
受
付

　

平
成　

年
４
月
４
日�
か
ら

１８
　

４
月　

日�
ま
で

１４

◎
受
検
申
請
書
の
提
出
先

　

富
山
市
新
富
町
２
―
４
―　
２２

　

富
山
県
商
工
会
館
ビ
ル
６
階

　

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

◎
そ
の
他

　

申
請
書
の
用
紙
は
、
富
山
県
職

業
能
力
開
発
協
会
、
も
よ
り
の
商

工
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
、
富
山
県
職
業
能
力
開

発
協
会
（
電
話
４
３
２
―
９
８
８

３
）
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

平
成　

年
度

１８

　
　

前
期
技
能
検
定
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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平成18年度　継続雇用定着促進
助成金の制度が改正されます

　継続雇用定着促進助成金は、継続雇用の推進及び定着を
図ることを目的とし、定年延長等の制度を導入した事業主
及び同制度に伴い一定割合を超えて高年齢者を雇用する事
業主に対して助成される制度です。改正された「高年齢者
等の雇用の安定等に関する法律」が平成１８年４月１日に施
行されることを受け、同助成金制度が改正されます。

詳しくは富山県雇用対策協会までお問い合せ下さい。

ＴＥＬ076－442－2055
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６５歳以上までの定年延長等を導入し
た事業主

変　

更　

後

①
対　　象
事 業 主1

継続雇用制度
奨励金

（第Ⅰ種） 導入した制度の内容及び従業員規模
に応じて１５万円～３００万円を１回限
り支給

②
支 給 額

確保措置義務年齢（１８年度は６２歳）
以上６５歳末満の一般被保険者が、全
体の１５％を超える人数について支給
単価を乗じる

①
支給額の
積算方法

2
多数継続雇用
助成金

（第Ⅱ種）
確保措置義務年齢を超える定年延長
等を行い、５５歳以上６５歳未満の労働
者に対し、セカンドキャリア形成に資
する研修等を実施した事業主新　

設

①
対　　象
事 業 主

3
雇用確保措置導入
支援助成金
（新設）

（セカンドキャリア
助成金）

研修等に要した経費の１／４（但し上
限は実人員で１人当たり５０，０００円、
１社当たり実人員で１００人分）、初回
１年間のみ支給

②
支 給 額
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お問合せ先日　時イベント名
０７６５‐８３‐２２８０朝日町商工会桜の開花に合せあさひ桜まつり
０７６‐４６３‐１１２１立山町産業観光課、立山町観光協会４／８�～９�常願寺川公園桜まつり
０７６３‐６２‐２１６３城端商工会４／８�～１６�城端しだれ桜まつり
０７６３‐８２‐０１８４井波商工会４／９�　１０：００～１６：００いなみさんさん祭
０７６６‐６１‐２３５６津沢商工会４／９�　１０：００～つざわ桜まつり
０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会４／１６�城山公園お花見祭り
０７６６‐６４‐３０８４福岡町商工会４／１６�　１０：００～さくらまつり
０７６‐４６５‐５７００婦中町商工会４／１６�ふちゅう曲水の宴
０７６３‐５２‐０７５５福光観光協会４／１６�福光春祭り
０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会４／２３�～２４�石動曳山祭
０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会４／２８�～５月５日�倶利迦羅さん八重桜まつり
０７６３‐５２‐０７５５福光観光協会４／２９�医王山開山式
０７６３‐２２‐２５３６福野町商工会４／２９�　１０：００～夜高太鼓競演会
０７６６‐６１‐２３５６津沢商工会４／２９�　１３：００第１７回チャンピオンカップ少年少女駅伝大会

風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
こ
の
行
事

は
、
桜
が
咲
き
誇
る
中
で
の
雅
な

風
景
が
観
賞
で
き
る
。

　

そ
の
他
、
富
山
藩
主
入
山
行
列

や
古
典
文
化
の
催
し
も
あ
り
ま
す
。

　

十
六
日�
婦
中
町
自
然
公
園
内

の
北
叡
山
各
願
寺
で
開
催
さ
れ
る
。

曲
水
の
宴
は
、
流
れ
る
水
に
浮
か

べ
た
酒
杯
が
自
分
の
前
を
通
過
す

る
ま
で
に
和
歌
を
詠
む
宮
中
行
事

で
、
平
安
時
代
に
各
願
寺
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
。

　

短
冊
を
手
に
し
た
男
女
が
、
十

二
単
衣
や
衣
冠
束
帯
な
ど
平
安
時

代
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
箏
曲
の

調
べ
が
流
れ
る
中
、
思
い
思
い
の

和
歌
を
し
た
た
め
る
。
毎
年
春
の平安の雅を平成の世に再現

岸渡川の川下り

ふ
ち
ゅ
う
曲
水
の
宴

婦中町

さ
く
ら
ま
つ
り

福岡町
　

十
六
日
（
予
定
）
岸
度
川
沿
い

に
於
い
て
、
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
る
。

　

町
中
を
流
れ
る
岸
度
川
沿
い
は
、

両
岸
の
四
千
本
の
桜
並
木
が
一
斉

に
花
を
咲
か
せ
、
花
見
の
見
物
客

で
賑
い
ま
す
。

　

昼
は
岸
度
川
の
川
下
り
が
楽
し

め
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

桜
並
木
が
鑑
賞
で
き
る
。
期
間
中

は
、
青
年
部
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
屋
台
村
な
ど
の
出
店
が

あ
る
ほ
か
、
地
震
体
験
車
に
よ
る

い
な
み
さ
ん
さ
ん
祭

井 波
　

九
日�
、
南
砺
市
本
町
（
井
波
）

に
お
い
て
、「
い
な
み
さ
ん
さ
ん

祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
も
多
数
の
小
中
学
生
が
参

加
し
て
の
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ

れ
健
脚
を
競
い
ま
す
。
会
場
内
で

は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
食
い

倒
れ
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
ま
た
、

三
百
名
に
無
料
の
花
苗
が
配
布
さ

れ
ま
す
。

　

祭
り
で
は
、
昨
年
に
続
い
て
、

南
砺
市
内
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
三

チ
ー
ム
が
歩
行
者
天
国
の
路
上
で

躍
動
の
演
舞
を
披
露
す
る
ほ
か
、

聖
徳
幼
稚
園
児
の
鼓
笛
演
奏
や
井

波
中
の
吹
奏
楽
パ
レ
ー
ド
な
ど
も

行
わ
れ
ま
す
。

模
擬
体
験
が
で
き
ま
す
。

小中学生の駅伝競走大会

日時４月１６日�
１１：００～１５：３０（予定）

場所城山公園
（雨天中止）

《主催》小矢部商工会
《共催》小矢部商工会青年部　小矢部商工会女性部
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じゃんじゃんご利用下さい。
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４４月月２２３３日日・・２２４４日日

小小矢矢部部商商工工会会
石石動動曳曳山山連連盟盟


